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土地家屋調査士倫理網領 

  

１、使命 

不動産に係る権利の明確化を期し、 

       国民の信頼に応える。 

２、公正 

品位を保持し、 

  公正な立場で誠実に業務を行う。 

 

３、研鑽 

専門分野の知識と技術の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニライ橋・カナイ橋  

 

県道８６号南風原知念線の南城市知念字吉冨に位置し、自衛隊知念分屯地から国道

３３１号に通じる長さ２３ｍのトンネルを抜けると思わず車を減速してしまう景色、

青い空と青い海に津堅島・久高島・コマカ島が浮かぶ太平洋の大パノラマが現れます。

写真はトンネルの上の展望台から撮影、手前がニライ橋（L=260ｍ）、海側がカナイ

橋（L=400ｍ）、平成４年度から平成１３年度の事業で、総事業費７０億円をかけ、

平成１４年度に開通した南城市内でも人気の絶景スポットです。また裏表紙の写真も

同場所から撮影した知念岬と後方の島が、神の島と言われている久高島です  

                    

     写真提供：広報部長 糸数 厚  
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挨拶を申し上げます。無事総会の議事も滞り

なく終わり、式典を残すのみとなりました。本

日ここに、沖縄県土地家屋調査士会の第 48 回定

時総会の開催に際し、稲吉那覇法務局長殿を始

め、日本土地家屋調査士連合会会長、竹内八十

二殿。さらに多数のご来賓の皆様方にはご公務

ご多忙の折にも関わりませず、ご臨席を賜り、

誠にありがとうございました。心より厚く御礼

申し上げます。また会員の皆様に置かれまして

も、沖縄各地からご参集いただき、本総会を盛

大に開催にできましたことを心からお礼申し上

げる次第であります。さて昨年は日本中が東日

本大震災による影響を受け、沖縄県にも避難を

してきた人がおりました。余震がいまだ続いて

いる状況の中、復興は徐々にではあるが進んで

きています。瓦礫の処理や原発の廃炉の問題と

放射能の問題は時間がかかりそうですが、早い

時期での解決を望まずにはおられません。昨年

度の沖縄県土地家屋調査士会の重点政策は、筆

界特定制度の活用と ADR の活用であります。そ

のための研鑚を充実させることも重要であると

して、ADR のロールプレイの研修を初めて試み

として実施しました。しかしながら筆界特定の

活用の研修はすることができませんでした。そ

のような中、那覇地方法務局が稲吉局長を先頭

に、筆界特定制度の啓発のための講演会のイベ

ントを行い、220 名の県民が参加し非常に分か

りやすかったと好評であったことは、土地家屋

調査士のアピールにもなり、会としては何度で

もやってほしいと思うところです。今後は土地

家屋調査士会としても反省し、県民に土地家屋

調査士の業務の啓発を目的に、自ら行動してい

きたいと思います。地方分権改革の中で、登記

事務の地方移管問題は、いったん保留の状態に

なっていましたが、再度国の出先機関原則廃止

に法務局も出てきたので、心配しているところ

です。法務局とともに筆界に関する専門家とし

ての実力をつけ、国民の不動産にかかる権利の

明確に寄与できるよう努力し、国民に認知され

れば不動産登記制度の中の法務局と土地家屋調

査士制度は、お互いに発展していくものと思わ

れます。さらに沖縄県における景気も去年の夏

頃から今年の春にかけて持ち直しつつあり、東

日本大震災の逆の影響等もあり、不透明な状況

の中で業務は若干増加してきております。報酬

額の低廉化と土地家屋調査士を取り巻く環境も

極めて厳しい状況にはありますが、その中にあ

って日調連を中心に、土地家屋調査士業務の新

たな発掘検討や研究がなされています。私たち

土地家屋調査士会も従来型の表題登記を前提と

した業務のみならず、土地家屋調査士の経験を

生かした新たな業務の開拓が必要であります。

特に不動産登記法で筆界の定義がされたことに

より、現況優先でされてきた 2 項道路のセット

バックや建築確認時における敷地の確定等、土

地家屋調査士が入り込めるのではないでしょう

か。会員の英知を結集し、充実した土地家屋調

査士制度にしていきたいと思います。終わりに

あたり、本総会で話し合われたことが会員各位

のご協力とご理解によりまして、今後の沖縄県

土地家屋調査士会の将来に向けて、有意義であ

ったと言えるようにご期待申し上げ、私の挨拶

とさせていただきます。

沖縄県土地家屋調査士会 

会 長  宮 城 朝 光 
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祝 辞 
 

 

 

  

 

本日、第 48回沖縄県土地家屋調査士会定時

総会が開催されるに当たり、県内各地の会員の

皆様に直接お目にかかってお祝いの言葉を述べ

る機会を得ましたことを、大変光栄に思ってお

ります。貴会及び会員の皆様には、平素から登

記事務を始めとする当局の所掌事務の円滑な運

営に、格別のご協力とご支援をいただいており

ますことに対し、厚く御礼を申し上げます。貴

会に置かれましては土地家屋調査士制度の充

実・発展のため、日々ご尽力され着実にその成

果を上げておられます。これはひとえに会員の

皆様が土地家屋調査士としての社会的役割と使

命を強く自覚され、国民の信頼と期待に応えて

こられた賜物であり、心から敬意を表する次第

であります。また先ほど、多年に渡り土地家屋

調査士業務に従事された会員の方々を表彰させ

ていただいたところですが、受賞されました

方々の今日までのご労苦とご努力に対し敬意を

表し、心からお祝いを申し上げますとともに、

なお一層のご活躍を祈念いたします。本日は折

角の機会でありますので、現在の法務局を取り

巻く情勢について、若干紹介させていただきま

す。第一にオンライン登記申請の利用拡大につ

いてであります。オンライン申請については、

政府において「オンライン利用拡大行動計画」

が平成 20 年 9 月 12 日に取りまとめられ、比較

的早期に効果が現れやすい登記事項証明書の交

付請求や会社登記の申請について政府目標とし

て、平成 23 年度末の目標値を 57％、不動産登

記申請を含む登記手続全体については、平成 25

年度末の目標値が 71％と設定され、その後、23

年 8 月 3 日は新たな「オンライン利用に関する

計画」が取りまとめられましたが、重点手続き

については引き続き利用促進に努めることとさ

れました。登記事務のオンライン申請の利用率

アップを図るため、これまで貴会と法務局とで

連携し、種々の取り組みを行い、不動産の利用

率は平成 22 年度が 16％台であったのに対し、

平成 23 年度は 22％台と右肩上がりで伸びてお

ります。しかし全国平均の 29.8％を下回ってい

る状況であるため、今後もオンライン申請の利

用拡大に当たっては、最大のユーザーでありま

す皆様方のご協力なくしては、利用率の向上は

困難でありますので、今後ともご協力をお願い

申し上げます。第二は、乙号事務の包括的民間

委託についてでございます。登記簿の公開にす

る事務の包括的民間委託については、平成 20年

4 月から始まり、現在、那覇局においては県内

全ての登記所において、民間受託事業者による

窓口業務が行なわれておりますが、本年度末を

もって受託事業者との契約期間が満了します。

そのため平成 25 年からの受託契約に向け、先月

から県内全ての登記所を対象とした一括入札手

続の諸準備を開始したところであります。第三

に、法 14 条地図作成作業についてであります。

平成 23 年度は那覇市古波蔵地区で地図作成作

業が行なわれましたが、高低差があり墓地も多

く、困難な地区とされていたものの、同地区の

地図作成作業に携わっていただきました会員の

方の専門能力と知識経験の成果により、約 98％

という高い筆界確定率を達成いたしました。本

年度は那覇市字与儀、与儀一丁目及び二丁目並

那覇地方法務局長 

局 長  稲 吉 伸 博 
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びに古波蔵四丁目の面積 0.232 平方キロメート

ルについて、法 14 条地図作成作業の 2年目作業

が行なわれており、本月 13 日に那覇市立与儀小

学校体育館で住民説明会を実施したところであ

ります。今後も同作業の円滑な実施のため、皆

様方のご協力を賜りますようこの場をお借りし

てお願いを申し上げます。第四に筆界特定制度

についてであります。筆界特定制度が導入され

6 年が経過しておりますが、沖縄県内における

本年 3月末までの筆界特定申請事件数は、94申

請 140 手続きとなっております。当局では同制

度の周知と筆界特定事件の掘り起こしのために、

平成 22 年度には那覇市で「筆界特定シンポジウ

ム」を、平成 23年度には沖縄市で「法務局プレ

ゼンツ 2011」を開催いたしましたが、これらの

イベント開催に当たっては、貴会及び会員の皆

様にご協力をいただきました。改めて感謝を申

し上げます。イベント開催により申請事件も増

加しております。筆界に関する専門的知識を有

する土地家屋調査士の皆様には、筆界調査委員

として、また筆界特定の申請手続の代理人とし

て、今後とも制度のより一層の普及定着を図る

ため、ご協力とご支援をお願い申し上げます。

以上、法務局を取り巻く情勢について何点か申

し上げましたが、私ども法務局といたしまして

は、今後とも適正迅速な事務処理を行い、法 14

条地図作成作業を始め、表示登記の重要政策に

積極的に取組んでまいる所存でございます。こ

のことが国民の皆様の負託に応えることになる

ものと考えます。どうか土地家屋調査士の皆様

方におかれましても、その社会的役割が益々重

要視されている折、表示登記制度がより一層国

民の期待と信頼に応えられるよう、今後とも引

き続きご尽力いただきますようお願い申し上げ

ます。最後に本会の御盛会を祝し、沖縄県土地

家屋調査士会の今後益々のご発展と、会員の皆

様のご健勝ご活躍をお祈り申し上げまして、私

の祝辞とさせていただきます。
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祝 辞 

 

 

 

 

 

ただ今、ご紹介にあずかりました日本土地

家屋調査士会連合会の竹内でございます。先

ほど、連合会の会長が総会に来るというのは、

あまり近年ないということで、大変申し訳な

く思っております。そういったことではござ

いませんけれども、今日本日祝辞をですね、

こういう席でご披露させていただくことを非

常に光栄に思っております。祝辞。本日ここ

に、那覇地方法務局長殿を始め、多くのご来

賓の方々をお迎えし、沖縄県土地家屋調査士

会第 48 回定時総会が盛会に開催されました

ことを、先ずもってお喜びとお祝いを申し上

げます。また、日頃より宮城会長様を始めと

し、役員の皆様、そして会員の皆様には、日

本土地家屋調査士会連合会の会務運営に関し

まして、ご理解ご協力をいただいております

こと誠に心強く、感謝を申し上げます。お陰

をもちまして、平成 23 年度の連合会の事業は

概ね初期の目標を達成することができたもの

と思っております。この場をお借りいたしま

して、厚く御礼を申し上げます。昨年 3 月 11

日の東日本大震災の発生から一年余りが経過

しましたが、連合会では震災発生以来、被災

地の土地家屋調査士会を通じて情報収集や復

興活動に努めるとともに、各政党や議員連盟

への要望要請、政府関係機関との協議を重ね、

引き続き復興支援に取り組んでまいります。

被災地域のみならず全国の会員の皆様におか

れましても、引き続きのご協力をお願いいた

します。さて、土地家屋調査士制度が施行さ

れて、幾多の変遷の中で、一昨年、満 60 年を

迎えたわけであります。これまでの十年を振

り返ったとき、その十年間を特徴付けるもの

は、地価の崩落であり、大企業の衰退、そし

て雇用の喪失、物や役務の価格の下落でした。

こうした社会の体制と文化の変わり目の影響

下に置かれ、多くの既成権威が失われていく

中で、土地家屋調査士制度は、規制緩和から

制度改革へと大きな転換期に突入しており、

その変容の速さは、十年が一年のごとき時代

の変遷を思わせるものがあります。そのよう

の中で、平成 14 年の土地家屋調査士法の改正

において、会則記載事項から報酬に関する事

項の削除と、土地家屋調査士試験科目の見直

し、そして平成 18 年の法改正では、筆界特定

制度の創設に伴い、代理権が付与されるとと

もに、国の重要施策となった司法制度改革の

議論の中で、土地の境界が不明であることを

原因とする民間紛争において、一定の条件の

下ではあるものの、土地家屋調査士に代理人

として活動する権能が付与されたのでありま

す。関連業務においては、土地家屋調査士の

専門的知見が最大限に活用される事業として、

不動産登記法第 14 条地図作成作業や国土調

査法に基づく地籍整備事業にも、積極的に参

画するとともに、今後も大きな期待が寄せら

れております。平成 23 年度は、新役員体制に

よる会務運営、事業執行となりましたが、各

政党への政策要望や、法務省、国土交通省、

農林水産省等に対する提言並びに折衝を積極

的に行い、土地家屋調査士制度の充実発展を

常に念頭に置き、活動を展開してまいりまし

日本土地家屋調査士会連合会 

会 長  竹 内 八 十 二 
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ハイサイ、グスーヨー、チューウガナビラ。

ただ今、司会から那覇市長ということで紹介が

ございましたが、翁長那覇市長が別公務がござ

いまして、残念ながらこの席に出席叶いません

ので、私、副市長の神谷と申しますが、翁長市

長からの祝辞を預かってまいりましたので代読

させていただきたいと思います。本日は第 48 回

の沖縄県土地家屋調査士会の定時総会というこ

とで、平成 23 年度の事業報告、そして決算並び

にまた平成 24 年度の計画並びに予算というこ

とで、滞りなく審議も終了されたということで、

こころよりお喜びを申し上げます。また先ほど

会員の 12 名の方ですか。表彰があったというこ

とで、立ち会うことができませんでしたけれど

も、誠におめでとうございます。それでは市長

からの祝辞を代読させていただきます。ヨタシ

ク、ウニゲーサビラ。ハイサイ、グスーヨー、

チューウガナビラ。沖縄県土地家屋調査士会の

第 48 回定時総会の開催にあたりまして、ご挨拶

を申し上げます。貴会におかれましては、調査・

測量業務等を通じて本市の公共施設の整備促進

等にご尽力いただき、厚くお礼を申し上げます。

さて、本市では、今年 12 月に市民待望の新総合

庁舎が完成し、来年 1 月に供用開始を予定して

いるところでございます。また、真嘉比古島第

二土地区画整理事業の完成に向けた道路や街区

等の整備、沖縄都市モノレールの延長、大名市

営住宅など 4 市営住宅の建替えなど、様々な事

業も予定されております。このような都市基盤

の整備には正確な測量業務が必要不可欠であり、

私ども行政が円滑に公共事業を推進できますの

も、日頃からの会員の皆様のご協力のおかげで

あり、深く感謝申し上げる次第です。冒頭、ウ

チナーグチでご挨拶をさせていただきましたが、

本市では 4 月から「ハイサイ・ハイタイ運動」

をスタートさせております。沖縄の素晴らしい

助け合いの心、チムグクルを表す言葉に百年前

の海外移民の時代にも使われていた「ちゅい助

き助き」というウチナーグチがございますが、

それは本市の協働による街づくりの目指す姿だ

と考えております。このような私たちの心に響

くウチナーグチは、私たちの誇るべき文化であ

り、ウチナーグチを守り伝えるために取り組ん

でいる「ハイサイ・ハイタイ運動」について、

皆様のご理解とご協力をこの席を借りてよろし

くお願いをいたします。また、市民の皆様が「い

い暮らしより楽しい暮らしを」という本市のキ

ャッチフレーズを実感するためには、様々な関

係機関や市民の協力が欠かせません。これから

も貴会並びに会員の皆様の市制へのお力添えを、

この場をお借りしてお願い申し上げます。ユタ

シク、ウニゲーサビラ。結びに沖縄県土地家屋

調査士会の今後益々のご発展と、宮城朝光会長

を始めとします会員の皆様の益々のご健勝を心

より祈念いたしまして、挨拶といたします。 

ニフェーデービタン

                                                              

那 覇 市 長 

翁 長 雄 志 

祝 辞 

代読 神谷副市長 
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沖縄県土地家屋調査士会 第４８回定時総会

議長を務める佐久川紀安会員 執行部席

質疑応答の様子
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宮城朝光会長の挨拶 倫理綱領斉唱 平西雅也会員

ご来賓の皆様

福岡法務局長表彰 宮城清会員 那覇地方法務局長表彰 下地裕之会員

那覇地方法務局長表彰 嘉陽宗俊会員 那覇地方法務局長表彰 喜屋武照玄会員

セレモニー（式典の部）

相談役の皆様
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連合会長表彰 仲宗根善浩会員 連合会長表彰 菅野貫司会員

九Ｂ会長表彰 仲榮眞盛松会員 本会会長表彰 久手堅栄会員

本会会長表彰 金城リイ子会員 本会会長表彰 宮良師英会員

来賓祝辞 那覇地方法務局長 稲吉信博 来賓祝辞 那覇市副市長 神谷博之様

9



来賓祝辞 連合会会長 竹内八十二様 閉式の辞 又吉豊副会長

懇親会
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平成２４年３月２日（金） 9：30～16：25 沖縄産業支援センター 

  パネルディスカッション 『地図の変遷と特徴』 
 
  コーディネーター： 仲榮眞盛松業務部長   
 
 『戸籍の読み方』  
    講  師：  司法書士・土地家屋調査士 
          仲眞みちよ 先生 
 グループ研修   
     テーマ 『日々の業務について』 
                  座 長： 仲榮眞盛松業務部長 
 
 班長の発表と全体討論 

宮城会長の挨拶 会場の様子 

司会 上原正昭 理事 

パネリストの先生方 
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コーディネーターの先生方 講師の仲眞みちよ先生 

長い時間の研修会 
おつかれさまでした。 

閉会の挨拶 又吉副会長 
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親睦ボウリング大会のアルバム 
   平成２４年３月２日（金） 17：30～19：00 サラダボウル 
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平成２４年３月２日（金） 19：00～ 焼肉 牛吉 
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                        日時：平成２４年４月２０日（金） 午後４時 

                      場所：シダックス新都心店（１階ホール）                     

 

 

 

 

 

 

司会の神谷 護 役員 開会の挨拶 金城行男副支部長 

 

島袋裕二支部長の挨拶 宮城朝光会長の挨拶 

執 行 部 

 

大屋篤志議長の挨拶 
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大屋篤志議長の挨拶 

閉会の挨拶 譜久山朝勝副支部

長 
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徐々にテンション UP  

楽しい懇親会になりました 
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第１回業務研修会 

日時：平成２４年 ７月 ４日 午後１時から 

場所：那覇第一地方合同庁舎 西棟５階 中会議室 

 

☆ 鋼巻尺比較基線場改測作業に関する研修 

・基線場の必要性 

・トータルステーションの点検方法 

・ その他 

 

講師 

国土地理院 沖縄支所 調査専門職 山口 秀夫 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改測作業は気温の落着く夕方の４時頃から４時間の観測を四日間かけて行われる

そうです。 

日 
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第２回業務研修会 

日時：平成２４年 ７月２０日 午後３時から 

場所：教育福祉会館 ２階 中会議室 

 

                      

 

 

 

 

 

☆ 調査士業務に関する固定資産税について 

・ 改正税法について 

・ 固定資産税について 

講師 税理士  

金城達也 先生 

 

閉会の辞でお礼を述べる島袋支部長 

研修終了後、同会場において講師の金城達也先生を囲

み懇親会も行われ、更なる質問や感想に有意義な研修

会・懇親会になりました。 
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                                   日時：４月１９日（木） 午後６：００～７：００ 
場所：産業支援センター（名護商工会）小会議室２階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城会長 下地副会長 神谷総務部長の 三役も参加されました。 

 

緊張した様子の支部活動を報告する 

仲井間支部長と崎浜(副支部長)  

会場の様子、質問する名嘉会員(左後ろ) 

カメラ目線の 

名嘉治男会員 
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                       平成２４年７月２日 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

進行役の仲井間慎也支部長 法務局名護支局長(山口さん)の挨拶 

 

質疑応答の様子(崎浜昇会員) 

おつかれさまでした。

懇親会（居酒屋にて） 
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日時：平成２４年７月２６日（木） 

時間：１８：００～２０：００ 

場所：名護市２１世紀の森体育館 

    第一会議室 

進行役：仲井間 慎也 

 

 

 

平成 24年度 第 1回北部支部研修会 

  

講義の内容 

１．取得時効と登記について  講師 司法書士 金城 哲志  

  18：00～19：00 (1時間) 

２．少額訴訟・支払督促について  講師 司法書士 中空 潤也 

  19：00～20：00 (1時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
講義は基本的なことから始まり、なかなか充実した内容でした。那覇支部から神谷長秀さんが参加さ

れていました。取得時効の件で質問していました。懇親会でも講師の先生も参加されて、楽しく過ご

しました。 

こっっっっｋここ 講義中の様子 講師：中空潤也先生 

 講義中の様子 講師：金城哲志先生 

 熱心に講義を聴く様子 

 懇親会の様子  居酒屋たけの子 
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９２歳の地図作り

投稿者

宜保光明先生

宮崎禎治先生

大正９年生の

平成24年8月2日付　琉球新報投稿記事より

更なるご活躍をご期待申し上げます。
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7月31日は土地家屋調査士の日
　　　　　ＰＲ投稿

平成24年7月29日　沖縄タイムス投稿記事より

友達に

「驚いたよ、
　でーじ　おじーに
　写っているな！」
　
　　とほめられました。

神谷長秀　総務部長
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会員の皆様、初めまして、今年 1月に入会しました平西雅也と申します。  

私がこの土地家屋調査士という仕事に出会ったのが今から 6 年前、○○先生の

事務所に就職したのが始まりでした。 最初は右も左もわからず勉強の毎日で

した。 そんな中、業務で先生がお客様から〝ありがとう、助かったよ〟と感

謝されるのを見て、この仕事は人の役に立てる仕事なんだと思い、私も土地家

屋調査士になる！と決意。 3 年間の猛勉強で H23 年に試験に合格し、今年 1

月に自宅兼事務所として浦添市で開業、業務をスタートしました。 

 これからは、民間業務、筆界特定や ADR、登記基準点、14 条地図作成など、

勉強しなければならないことが山ほどありますが、土地家屋調査士として、お

客様や地域社会のために何ができるのか常に念頭におき、日々努力していきた

いと思いますので、今後ともよろしくお願い致します。 
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ゴールデンウィークに入ると同時に沖縄地方

は入梅し、天気予報は天マークが並んでいたが、

５月３日は朝から晴れの釣り日和である。 

１泊２日でのんびり釣りをしたいと思いインタ

ーネットで座間味島行きの空席状況を確認した

が満席、渡嘉敷島行きのフェリー連休期間は１日

２便あり、午後の便と翌日の便に空席あり、原付

バイクの乗船予約もとれたので、早速準備開始、

給油所でガソリン満タン、釣具店で仕掛けやエサ

の冷凍ボラを購入し泊港へ、夕飯の弁当も準備し、

船賃（往復３，０８０円と原付バイク往復１，２

４０円・環境税１００円）を支払いし乗船、２時

の出航で７０分後に渡嘉敷島に到着しました。 

１人での釣行なので危険の少ない漁港での釣り

に決めていたが、渡嘉敷港は一文字防波堤も含め

釣り人が大勢、阿波連漁港へ移動するも釣り人が

たくさん、仕方なく四角いテトラポットの上での

釣りを決めて道具を降ろし、近くの売店でエサの

オキアミとビール・お茶・夜食を購入し釣り場に

もどり、浮き釣りを開始するも魚信（アタリ）は

なく、足場も悪すぎるので夜釣りは危険と判断、   

ふたたび渡嘉敷港へもどりポイント探し、 

釣り人のいない場所を見つけ、 

再び荷物を降ろしてビールを飲みなが

ら仕掛作り。今回はぶっこみ仕掛け２

本、浮き釣り１本で釣り開始、浮き釣

りでは 15～25ｃｍほどのヤマトビーな

どが 5・6匹釣れ、雑魚は多数釣れたが

リリースしながらの 20：30 頃 10ｃｍ程

の冷凍ボラのエサに 37ｃｍ・900ｇのタ

マンが釣れた。 

嬉しくなり、妻の携帯に写メールで「タマンと

ったどー」の報告、妻から「ヤッター！さしみ楽

しみー」の返信がきた。 

潮が引いた 12 時頃にはアタリもなく、缶ビー

ルもほど良く飲み、３時頃まで寝て明け方の潮で

勝負の予定が、寒さに１時間ほどで目覚め、再び

釣り開始、浮き釣りで釣った雑魚の 12ｃｍほどの

ガーラをリリースせずにぶっこみ仕掛けのエサ

にチェンジ、２時頃、鈴が軽くチリンと鳴った。 

前アタリである。竿を手にリールのドラグを軽

く締め、魚の一気の走りと同時にフッキングで合

わせ、強引にやりとりしながら堤防下まで寄せ、

ＬＥＤのヘッドライトを照らすと、水面に浮いた

でかいタマンと目があった。 

慎重にタモに納めメジャーで実測 68ｃｍ「やっ

たー・とったどー！」と心の中で叫び、20L のク

ーラーBOX へ曲げて押し込み、その上に先に釣っ

たお魚を乗せ満配状態、その後２匹ほど釣り、朝

を迎え納竿、午前中は渡嘉敷島を原付で散策しフ

ェリーを１６時から１２時に繰り上げ那覇へ、家

でお披露目の後、自己記録なので釣具店に魚拓を

お願いし検量、66.5ｃｍ・4.5ｋｇ、「1.5ｃｍ縮

んでるー！」とにかく満足の釣行紀となりました。 
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海好きの私は会報の編集にあたり、表裏の写真もやはり海にこだわりたく思

い、釣行記でも書いたように座間味島に行きたかったのですが、乗船できずに

渡嘉敷島にて写真を撮ってきましたが、会報４５号でも渡嘉敷島を掲載したの

で、仕事で中北部に行く機会があれば、海中道路や伊計島、古宇利大橋などを

青空の下でのコバルトブルーの海との写真をイメージしていましたが、機会が

なく南部のニライ橋・カナイ橋を撮影してきました。写真の説明文を考えるに

あたり、インターネットで「ニライカナイ」の意味も調べれてみましたら、「ニ

ライ」は「根の方」、「カナイ」は「彼方」を意味するとする説や、「海の彼方に

あるあの世」、「神々の国とか理想郷」、ご当地ヒーローの琉神マブヤーもニライ

カナイからやって来た魂の戦士など、神の島と言われる久高島が近くに望める

この橋の名「ニライ橋・カナイ橋」はふさわしく思いました。                     

                        広報部長  糸 数  厚 
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